
 

 

 

 

（精神保健医療センターで看護師勤務を経て） 

 

 

 

「よくある質問」を読ませていただきまし

た。回答の内容が自分たちの生活や価値観

などが具体的によく示されていて理解しや

すかったです。それはきっとおそらく、伝

えたいということがはっきりしているのだ

と感じました。それは同じことで苦しんで

いる仲間に届けたい言葉があるんですね。

私は医療者（看護師）ですので、一般の皆

様向けの健康教育的な冊子やリーフレット

などを目にすることがあります。当

院にも色々なコーナーに置かせてい

ただいていますが、なんと言います

か、当たり障りなく、さらっと読め

てしまうものが多いと思います。 

このＱ＆Ａのように具体的で「あ

るある」と自分と重ね合わせる読み

応えがありつつも、押しつけがましくない

という感じのようなものはなかなか作れな

いように思います。そこが私たち専門家の

目線で書くものと、仲間がその目線で書く

ものとの違いかもしれません。静かな情熱

を感じました。 

1998 年に日本語翻訳初版発行されている

のですね。そんなに前から、このように丁

寧な Q&A 本があったとは驚きです。その誕

生は「自己犠牲の精神に燃えた慈善ではな

く、自分自身への関心が高められた結果に

生まれたもの」と解説されているところが、

なんともさわやかでＡＡの本質を突いてい

るような気がしました。「よくある質問」は

ＡＡの方が本当によく受けられる質問なの

でしょうが、おそらくＡＡの方自身も昔の

自分が持っておられた疑問なのだと思いま

す。そうであるとすると昔の自分に今の自

分が答えていくような構図になって、その

構図がまさしく「自分自身への関心が高め

られた結果生まれたもの」なのではないか

と思いました。 

また慈善でも偽善でもなく、他のアルコ

ホーリク人の飲まない人生の手助けをしよ

うと高められるまでには、いくつもの行程

があるのではないかと思います。こ

ころの状態が悪いと自分の不幸と他

人を比べてねたんだり、他人を思い

やる余裕がもてません。ねっとりと

したひがみで一杯になりますが、自

分ではなかなかそこには気が付かな

いものです。逆に、他人の成功や幸

せを見てどう感じるかで今のこころの健全

さがわかるような気がします。もし健全な

こころの状態であれば他人の成功や幸せを

自然と祝福できます。また、例えば飲まず

にやれている他人に対してもひがむことな

くそこから何かを学ぼうとしたり尊敬する

こともできるのではないでしょうか。どん

な宗教や組織や運動にも左右されず、ただ

飲まないで生きることと、他のアルコホー

リクも飲まない生き方を達成するように手

助けするという、この言葉や活動に対して

何の疑問も感じず自然と受け入れられるこ

とがこころの健全さのバロメーターなので

しょうね。 

これからもどうぞ 1 人でも多くの仲間の

助けをされますように、お祈りしています。



 

 

 

 

 

 

 私は、2004 年 11 月にＡＡにつながりまし

たが、当時は、地元の診療内科でうつ病と

診断されて３回入退院を繰り返し、処方さ

れた精神安定剤、睡眠薬と酒を一緒に飲む

ようになってから、病状に加速がつき、ひ

どい状態になりました。なんとかしてこの

状態から抜け出したいと思い、図書館でア

ルコール依存症の本を読みＡＡの存在を知

り、JSO 経由でＡＡ滋賀につながりました。 

 ＡＡについての知識が全くなかったので、

ＡＡの書籍を読み漁りましたが、何度も読

んだのが『アルコホーリクス・アノニマス』

（通称：ビックブック）でした。 

 私が一番興味をもったのが、第一

章のビルの物語で、私も趣味で株式

投資をしていたので、酒を飲みなが

ら株で儲けて有頂天になったり、大

暴落で自暴自棄になったりという経

験をしたので、共感をもって読みました。

ビルという人物に興味を持ち、第一章に書

いてある内容を調べてみた事を紹介します

と、1929 年に、ゴルフ熱にとりつかれ「ウ

ォルター・ヘーガン（訳注：プロゴルファ

ー）を抜きそうになった」とあるが、ウォ

ルター・ヘーガンというゴルファーは、PGA

ツアー45 勝、メジャー11 勝の当時の世界一

のプロゴルファーで、ビルのゴルフの才能

が、並みのプロゴルファー以上の才能があ

ったのではないかと思われます。また、1929

年 10月のニューヨーク証券取引所の大暴落

とあるのは、1929 年 10 月 24 日～28 日まで

続いたウォール街の大暴落で、世界恐慌と

紹介されている凄い暴落で、南北戦争に次

ぐアメリカの悲劇とあります。株式ブロー

カのビルは相当な痛手を受けたのではない

かと思います。また、ビルの物語の中には、

回復のステップの内容が凝縮されて詰まっ

ているように感じます。 

 以下紙面の制約があり、走りますが、第

二章「解決はある」では、絶望的なアルコ

ール依存症者も霊的体験を経験する事で回

復する事、第三章では、回復のプログラム

の第１ステップについて、アルコール依存

症者が一杯、最初の一杯を飲んだらどうな

るのか、ジムとフレッドの二人を例にして

説明されていて、とんでもない事が起こる

のがよく解ります。第四章～第六章でプロ

グラムの核心に入り、第２ステップ～第 11

ステップまでの方法が書かれていま

す。第七章については、12 番目のス

テップのみが書かれてあり、仲間と

のかかわり方について当時の苦労が

伺えます。第八章「妻たちへ」につ

いては、私も同じような事をして来

たので、反省させられました。第九章「家

族、その後」も同様に反省を強いられまし

た。第十章「雇用者へ」は、日本の雇用者

と対比して、雇用者の考え方がかなり違う

ように思えました。第十一章「未来への展

望」では、展望を予想したとおりＡＡは現

在 200 万人のメンバーへと発展しました。

「ドクターボブの悪夢」では、病気を治療

する医者がアルコール依存症になったのに

は驚きました。回復して、医療費を請求し

ない献身的な治療を施したのは素晴らしく、

誰にでもできる事ではないと思いました。 

 この書籍に収録されている「個人の回復

の物語」については、最近読んでいないの

で、じっくりと読んでみたいと思います。 

 今後も、ビックブックを基本テキストと

して、一生活用し、飲まない生き方を続け

ていきたいと思います。 


